
会場：明治大学中央図書館 1F ギャラリー 

会期：2016 年 3 月 24 日（木）～ 5 月 9 日（月） 

休館：3 月 31 日（木） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

第 63 回 

明治大学中央図書館企画展示 
 

新収貴重書展 



展示番号 書名など 請求記号

1 菊水物語 5巻 / 永壽堂 [作] ; 勝川春山画. -- [西村屋与八], [寛政10 (1798)] 913.57/EI1-1//H

2 戀渡操八橋 4巻 / 式亭小三馬作 ; 香蝶樓國貞画. -- 松原堂, 天保12(1841) 913.57/SH2-2//H

3 草紙合高評雙六 / 梅素亭玄魚稿 ; 一陽齋豊國画. -- 若狭屋与市, [江戸末期] 798/11//H

4 和貴重書 宗門取調帳 : 元文四己未年. -- [金子彌十郎], 元文4(1739). 092.4/83//H

参考
展示

洋貴重書 クリスチャン・ポラックコレクションより、ステレオスコープ、明治期古写真等

5 眼鏡 / 島崎藤村著. -- 實業之日本社, 大正2(1913). -- (愛子叢書 ; 第1篇). MB100/SH17-22//W

6 色鳥 / 夏目漱石著. -- 新潮社, 大正4(1915). MB100/NA36-37//W

7
左千夫歌集 / 伊藤左千夫著. -- 春陽堂, 大正9(1920). -- (左千夫全集 ; 第1
巻).

MB100/IT3-3//W

8 青き魚を釣る人 : 抒情小曲 / 室生犀星著. -- アルス, 大正12(1923). MB100/MU8-43//W

9 父親 / 里見弴著. -- 玄文社, 大正12(1923). MB100/SA25-44//W

10 情婦殺し : 小説集 / シュニッツレル著 ; 山本有三譯. -- 新潮社, 大正15(1926). MB100/YA9-12//W

11 菊五郎格子 / 子母沢寛著. -- 改造社, 昭和7(1932). MB100/SH27-8//W

12 雅歌 / 横光利一著. -- 書物展望社, 昭和7(1932). MB100/YO4-16//W

13 上海 / 横光利一著. -- 決定版. -- 書物展望社, 昭和10(1935). MB100/YO4-17//W

14 新胎 ; 木石 / 舟橋聖一著. -- 青木書店, 昭和13(1938). MB100/FU10-10//W

15 體操詩集 / 村野四郎著. -- アオイ書房, 昭和14(1939). MB100/MU11-1//W

16 老(アルト)ハイデルベルヒ : 小説集 / 太宰治著. -- 竹村書房, 昭和17(1942). MB100/DA1-10//W

17 [蝦夷地図] / [近藤重蔵原図]. -- [書写者不明], 19世紀. AS10/70//H

18 [江戸・文政の大火]. -- [出版者不明], 文政12(1829). AS36/325//H

19 [嘉永三年ニ月五日麹町の大火]. -- [出版者不明], 嘉永3(1850). AS36/324//H

20
本志らべ大新板 : 元治元年甲子京大火・文久三年大阪大火・天保八年大阪大
火. -- [出版者不明], 19世紀.

AS60/13//H

21 人のうわさ : 伏見大火, さかい大火, 大坂御城. -- [出版者不明], 1860年代. AS63/102//H

新収貴重書展   出展リスト

江戸文藝文庫

日本近代文学
文庫

蘆田文庫
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明治大学

資料を永年

や大型コレ

たとえば

読本・草双

「日本近代

これらの

期待されて

こうした

江戸の庶

れる夏目漱

品、地図成

を初公開い

しばし、

くだされば

    

「新

学図書館

年にわた

レクション

ば、古地図

双紙類か

代文学文

のすでに特

ています。

た新収資

庶民に親

漱石『色鳥

成立史研究

いたします

、紙の本が

ば幸いに存

    

新収貴

館では、独

り収集し

ンなど特

図の一大

ら成る「

文庫」やそ

特色ある

。 

資料は、ギ

しまれた

鳥』、太宰

究上に有用

す。 

が醸し出

存じます

    

貴重書

独自の収書

てまいり

別な資料

コレクシ

江戸文藝

その他の稀

コレクシ

ギャラリー

一陽齋豊

宰治『老(ア

用な「蘆田

す世界に

。 

   

書展

書基本方針

ました。

料もみられ

ションであ

藝文庫」、近

稀覯書をあ

ションを形

ーで展示し

豊國『草紙

アルト)ハ

田文庫」新

にふれ、質

    

」の

針に基づい

それらの

れます。

ある「蘆田
あ し だ

近代日本

あげること

形成した分

して一般に

紙合高評雙

ハイデルベ

新収蔵本を

質の高い文

    

開催

いて、教育

の中には、

田
だ

文庫」、近

文学の初

とができ

分野は、更

に公開し

雙六』や諸

ベルヒ : 小

をはじめ

文化の薫り

  明治

催にあ

育・研究

、学術上貴

近世文学

初版本など

ます。 

更なる充実

てまいり

諸本、今

小説集』

、珠玉の資

りの一端

治大学図

あたり

に有意義

貴重な図

学の洒落本

どから成る

実・発展

ました。

も読み継

などの諸

資料の数

をお楽し

図書館 
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書
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◆前

た表

礎台

今の

崎市

婦が

江

和

 菊水物
きくすいものが

黄表紙。『菊水

の版元で、戯作

戸時代中期-後

 戀 渡 操
こいわたるみさ

合巻。式亭小三

の「娘暦振袖初

3 草紙合高
そうしあわせあ

梅素亭玄魚（梅

った父のもとめ

目）の別号。本

ど当時人気だっ

れ、一つの場面

女性達などが色

4 宗門取

前後の元表紙を

表紙にも「宗門

台帳である。寛

の檀家）として

市)に住む七兵

が一家として記

1999 年、本

江戸時代後期

初版本（文化

その関連資料

拡充の柱の一

関係の原本を

図書館では、

馬琴などの作

江戸文

和貴重

語
がたり

 5 巻 / 
水之巻』の書名

作者でもある

後期の浮世絵師

操 八 橋
さおのやつはし

 4 巻

三馬は、江戸

初」をはじめ

高評雙六
あたりすごろく

 /

梅素玄魚とも

めでかいた看

本資料は 72.

ったと思われ

面を構成して

色鮮やかに描

取調帳 : 元文

を欠き「原題

門取調帳」と

寛文 11 年（1

て登録した宗

兵衛(53 歳)と女

記されている

本学文学部教授

期の読本・合

化元年）など

料を収集範囲

一つが、元埼

を多数収集し

、役者評判記

作品その他を

文藝文庫

重書 

 

永壽堂 [作
名でも刊行。

る西村屋与八

師。天明-寛政

巻 / 式亭

戸時代後期の

めとして、多

/ 梅素亭玄

もいう、1817

看板等の意匠

0×72.2cm の

れる絵草子十

ている。そのほ

描かれている

文四己未年

題」は不明。記

と書かれてい

672）以降江

宗門人別改帳

女房（46 歳）

る。 

授、故水野稔

合巻・人情本

どがよく知ら

囲に定め、図

埼玉大学教授

していること

記・番付・せ

をまとめた草

庫 

作] ; 勝川春
作者は、巻

（初代）と思

政(1781-1801

小三馬作

の戯作(げさく

多くの合巻を発

玄魚稿 ; 一

7-1880）は幕

匠が好評でのち

の大判の畳物

十四作を題材と

ほか画面中央

。 

年.[金子彌十

記載内容は宗
しゅ

る。宗門人別

江戸幕府のキ

帳が毎年作成

）、仁五兵衛(

稔氏旧蔵書の

本・洒落本・

られている。

図書館で毎年

授、故大久保

とで著名であ

せりふ本など

草双紙類、狂

春山画 
巻 5 の巻末に

思われる（『黄

1)のころに役

; 香蝶樓國

)者で式亭三

発表した。挿

陽齋豊國画

幕末・明治時

ちにこれを専

物で、「倭文庫

とした飛び双

央列上下段に

十郎] 

宗門人別改帳
ゅうもんにんべつあらためちょ

別改帳は、江

リシタン禁止

された。展示

(24 歳)と女房

の一括購入を

・黄表紙・滑

以後、これ

年予算を計上

保忠国氏旧蔵

ある。 

どの演劇関係

狂言絵本類な

「七十一才永

黄表紙総覧』

役者絵、美人

國貞画 
三馬の子。江戸

挿絵は歌川国

画 

代の図案家。

専門とするよ

庫」「児雷也豪

双六である。各

は合巻を見比

帳
ょう

の形式にの

江戸時代、村ご

止政策とあい

示した部分に

房（18 歳）、

を契機に創設

滑稽本などか

れらの旧蔵書

上してコレク

蔵「抱
ほ う

谷
こ く

文庫

係資料、式亭

などジャンル

永壽堂」とあ

より）。屋号

画などを描い

戸本町の家業

貞。 

はじめ骨董

うになった。

豪傑譚」「弓張

各作品の登場

比べる女性達

のっとり、明治

ごとに作成し

まち、制度上

には、越後国刈
か

三九郎（21 歳

設された。 

からなり、山

書を核として

クションの拡

庫」で、江戸

亭三馬・山東

ルごとに収集

ることから、

号は永壽堂。勝

いた。 

業の売薬店を

董商で働いて

一陽齋豊國

張月」「犬の

場人物がそれ

達やカルタを取

治 42 年（190

して領主に提

上は人々を仏

刈羽
か り わ

郡柏崎町

歳）と女房

山東京伝『優
う

て、江戸後期

拡充を図って

戸時代の文芸

東京伝・山東

集を継続して

江戸時代中

勝川春山は、

つぐ。文政 1

いたが、経師

國は歌川豊國

さうし（草紙

ぞれ横三枚に

取り合う貴公

09）に追補さ

出した人口の

仏教徒（「旦那
だ ん な

町(現，新潟県

（15 歳）の三

優曇華
ど ん げ

物語』

の小説類や

ている。 

および演劇

京山・曲亭

ている。 

中

12 

師で 

（三 

紙）」 

に配 

公子 

され

の基

」、

県柏

三夫
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元予科長、小

日本文学の授

1991 年、元

コレクショ

近年では、文

また、本学

日本近代

クリスチ

クリスチャン

明治期の古写

～6 月に開催

レクションか

本展示にはコ

バムなどを展

クリスチャ

№

小林秀穂教授

授業で、薫

元図書館長、

ンは、明治か

文学史上重要

関係者の作品

代文学

チャン・

ン・ポラック

写真、絵葉書

催された神奈

から多くの資

コレクション

展示した。 

ャン・ポラ

 

 

 

 

 

 

№5 眼鏡

◆ 島崎藤村

小説『破戒』

は、藤村が初

那」のお供を

行された。大

のあらゆる著

 
№6 色鳥 

◆正岡子規宛

録した文集。

最も代表的な

が作風の眞膸

授の寄贈書

り高い文学書

故佐藤正彰文

から昭和戦前

要な作家につ

品やその人と

学文庫

ポラッ

ク氏が蒐集し

書、商標、ポ

奈川県立歴史

資料が出展さ

ンの中から、

ラックコレク

鏡 / 島崎藤

村は詩人、小

』によって作

初めて書きお

をする様子が

大正 11 年に

著書から除か

/ 夏目漱石

宛の書簡「倫

。巻末の「編

なものを選び

膸に味到する

（文学、哲学

書初版本に触

文学部教授の

前期までの文

ついては、戦

となりを伝え

庫 

ックコレ

した日仏交流

ポスター、ビ

博物館『繭

された。 

ステレオス

クションよ

藤村著 

小説家。詩集

作家としての

おろした長編

が描かれてい

に改定本が発

かれている。

石著  

倫敦消息」ほ

編者記」に「

び、是を歴史

ることが出来

学書 100 冊）

触れさせたい

の旧蔵書を受

文学書初版本

戦後の作品で

える自筆もの

レクション

流史関係資料

ビゴーの挿絵

と鋼：神奈川

スコープ（立体

より、ステレ

集『若菜集』

の地位を確立

編童話。「眼鏡

いる。實業之日

発行されたが、

 

ほか、『硝子戸

「『色鳥』一巻

史的に編纂した

来るであらう」

をもとに、

いという考え

受け入れるに

本を中心とし

であってもコ

の（署名本、

ン 

料のコレクシ

絵や絵画など

川とフランス

体鏡）2 基、

レオスコー

を発表して、

、自然主義文

鏡」を主人公

日本社版「愛

以後この作

戸の中』から

巻は、夏目漱

たものである

」とある。装幀

1947 年「小

えに基づいた

にあたり、今

している。 

コレクション

草稿、書幅

ョン。内容は

多岐にわたる

スの交流史』

ステレオ写

 

ープ、明治期

、浪漫主義詩

文学の先駆と

公として、眼鏡

愛子叢書」の第

作品は、全集

6 編など、小

漱石先生の全作

る。本書を一讀

幀・装画は画

小林文庫」と

たと伝えられ

今の文庫名に

ンに加えてい

幅等）も収集

は図書以外に

る。2014 年

展には、こ

写真、古写真

期古写真等

詩人として出

となる。『眼鏡

鏡を買った

第一篇として

その他藤村生

小説の一部も

作中から、そ

讀すれば、先

家の津田青楓

として設置。

れる。 

に改称した。

いる。 

集している。

にも、

4 月

のコ

真アル

等 

発。

鏡』

「旦

て発

生前

も収

その

先生

楓。 
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№7 左千夫

◆左千夫は、

台）で生まれ

た。明治 22

開業。三十歳

の後を承けて

ラギ』へ改題

授。文化勲章

年に発表した

年以降の作品

のあらたしき

8 青き魚

◆室生犀星は

室生犀星の第

行から 5 年の

いう、刊行年

の小言に室生

通例では函入

灰青色の枠や

№9 父親 

◆短編小説第

話。著者の評

の作」(『里

 

№10 情婦

◆シュニッツ

で医学を学ん

法の両方の学

けていた。舞

レとの結婚を

功したものの

ドナウ河畔で

かつてないほ

生まれの劇作

品を執筆し、

 

 

夫歌集 / 伊

、明治～大正

れ、18 歳で政

2（1889）年

歳を過ぎて短

て優れた短歌

題）を創刊し

章受章）など著

た「野菊の墓

品から短歌 1

き歌大
お お

いに起
お

を釣る人 

は石川県出身

第一詩集は大

の後に第一詩

年代と創作年

生犀星自身が

入だが、本書

や題字は函入

/ 里見弴著

第六集。表題

評価は「大阪

里見弴全集 第

婦殺し : 小

ツレル（186

んだが文学の

学士
ド ク ト ル

で暢気に

舞踏会で工場

を渇望するよ

の、アデーレ

で決闘する羽

ほど愛しく感

作家、小説家

、昭和初期、

伊藤左千夫

正の歌人で小

政治家を志し

年に牛乳搾取

短歌を勉強し

歌や歌論を発

し、門下から

著名な歌人が

墓」は不朽の

1879 首など

起
こ

る」がある

: 抒情小曲

身、大正-昭和

大正 7（1918

詩集より前（

年代が一致し

が語っている

書はカバー装

入本と同じ。

著  
題作は大正 9

阪放浪中の見

第 2 巻』(筑摩

小説集 / シ

62～1931 年

の道を歩んだ

に暮らしつつ

場主の令嬢ア

ようになった

レは別の男と

羽目になった

感じたのだっ

家。東京帝国

本学に在職。

夫著  

小説家。上総
か ず さ

国

明治法律学校

業を本所区茅

し始め、37 歳

発表。明治 41

島木赤彦、斎

が輩出した。数

の名作となった

を収録し、代

。大正 2（1

曲 / 室生犀

和の詩人・小

8）年 1 月に刊

（1909-1911 年

しない詩集であ

。 

装で刊行された

恩地幸四郎に

年 6 月に雑誌

見聞を材料に調

摩書房)あとが

シュニッツ

）はオースト

だ。本書の粗筋

つ、身寄りのな

デーレが眼前

た。エリーゼに

婚約していた

たアルフレッ

た。訳者の山

大学独文科卒

1947 年参議

国武
む

射
し ゃ

郡殿台

校に入学した

茅場町（現在

で 34 歳の子

（1908）年に

斎藤茂吉、土

数十篇の小説

た。『左千夫歌

代表的短歌に

913）年 7 月

犀星著 
説家。号は魚

刊行された「

年頃）に作成

あるが、その

たもの。裏表

による装丁。

誌『人間』に

調理して、や

がきより)。テ

ツレル著  

トリアの小説

筋だが、若き

ない娘エリー

前に現われる

にモルヒネを

た。エリーゼ

トは、ピスト

山本有三（18

卒。代表作『

議院議員に当

台村（現在の

たが眼病のた

在のＪＲ錦糸町

子規に師事。子

に『阿羅々木

土屋文明（の

説も執筆し、明

歌集』は、明

に「牛飼
う し か い

が歌詠

月 30 日 50 歳

魚眠洞。 

「愛の詩集」

成された詩や小

の刊行動機に

表紙の魚のマ

 

に発表した作

やや満足のい

テレビドラマ

説家、劇作家。

きアルフレッ

ーゼと一年以上

ると、アルフ

を大量に服用

ゼを思慕する

トルを見た瞬

887～1974 年

『路傍の石』

選、1965 年文

千葉県
ち ば け ん

山武
さ ん む

市

め学業を断念

町駅あたり）

子規の死後、

木』（のち『ア

ち本学文学部

明治 39（190

明治 33（190

詠
よ

む時に世の

歳で没。 

である。その

小曲を纏めた

ついては本資

ークや、表紙

品。上方の父

く味を得た自

化もされた。

。ウィーン大

トは法学と教

上愛人関係を

レットはアデ

させて毒殺に

ドイツ人男爵

間、エリーゼ

年）は、栃木

はじめ数々の

文化勲章受章

市殿

念し

に

そ

アラ

部教

6）

00）

の中

の刊

たと

資料

紙の

父娘

自慢

 

大学

教会

を続

デー

に成

爵と

ゼを

木市

の作

章。 



 

 

 

 

 

№

№

№

№

№11 菊五

◆子母沢寛は

でデビュー。

ど,幕末維新

男又四郎が、

四郎は武士だ

ている。 

№12 雅歌

◆横光利一は

芸時代」を創

た。 

「雅歌」は昭

て連載された

的物理的な描

装丁には当時

№13 上海

◆昭和 3 年上

本作ははじめ

見ると、最も

じ」、全面的

№14 新胎

◆舟橋聖一は

正 10 年、『新

ら小説家へ転

し行動主義を

は、医学士の

められた情念

ては古典や伝

 

№15 體操

◆詩人。兄は

イツ近代詩の

「拳闘」な

リンピックの

人・写真家で

ポオツ寫眞集

新しいタイプ

五郎格子 / 

は小説家。明

。『弥太郎笠』

新期を主題に

、余儀ない事

だが、やくざ

歌 / 横光利

は福島県出身

創刊し、新感

昭和 6（1931

た新聞小説で

描写を通して

時画期的であ

海 / 横光利

上海に渡り、

め昭和 3-6 年

も力を盡した

的に修正を行

胎 ; 木石 /

は大正・昭和

新潮』に戯曲

転身した。明

を唱えたが、

の二桐と助手

念を描き、ス

伝統文化に造

操詩集 / 村

は北原白秋門

の影響を受け

どスポーツを

の写真を組み

でもある北園

集であると共

プの詩集であ

子母沢寛

明治大学法学

』『国定忠治

した作品で知

事情で家を出

ざの世界とも

利一著 
身、大正-昭和

感覚派運動の

1）年 7 月 1

である。有閑

て「心理」を

あった白樺の

利一著 
その見聞をも

年に連作長編

た作品である

い決定版とし

/ 舟橋聖一

和の小説家、

曲「白い腕」

明治大学で教

のちに行き

手の初、その

スランプ脱出

造詣の深い独

村野四郎著

門下の歌人の

け、詩集『罠』

を題材にした

み合わせた、

園克衛。北園

共に、またそ

ある」と書い

著  
学部卒。新聞記

治』などの股旅

知られる。『菊

たことから非

関係があり、

和の小説家。大

中心として活

日から 8 月 1

階級の若い男

を描写しようと

の樹皮を素材と

もとに著者の

として発表さ

ので、そのま

して本書が刊

一著  
劇作家。東京

を発表して文

教鞭をとるかた

き詰まりを見せ

娘・襟子の関

のきっかけと

独自の唯美的な

 
の村野次郎。慶

』でデビュー

た詩に、レニ

斬新かつ新鮮

園は序に「この

の何れにも属

いている。 

記者を経て、

旅物や『勝海

菊五郎格子』

非常な運命に

作品中には

大正 13 年に川

活躍。また、

19 日にかけて

男女の恋愛模

とした。 

とする「白樺

の最初の長編

されたが、本

ままにしてお

刊行された。 

京帝国大学在

文壇にデビュ

たわら阿部知

せる。昭和 1

関係を軸に木

となった作品

な作風を確立

慶大卒業後理

ーした。『體操

・リーフェン

鮮な感覚の詩

の詩集は稀有

属しない四つ

昭和 3 年『

海舟』『父子鷹

は五百石の旗

に巻き込まれ

は多様な人物が

川端康成・片

新心理主義

て報知新聞に

模様を軸とし

樺装」を採用

編である『上海

本書の著者の序

おくには捨て切

在籍中に劇団心

ューしたが、次

知二らと雑誌

13 年に発表

木石と揶揄され

品とも言われ

立させた。 

理研コンツェル

操詩集』は、「

ンシュタール

詩集。構成は

有なスポオツ詩

つのディメン

『新撰組始末

鷹』『逃げ水』

旗本滑川家の

る話である。

が書き分けら

片岡鉄平らと

の作品をも試

に 50 回にわた

て展開し、科

している。

海』を執筆した

序によると

切れぬ愛着を

心座を結成、

次第に劇作家

『行動』を創

された「木石

れる初の内に

る。戦後にか

ルンに勤務。

鉄棒」、「体操

のベルリン・

モダニズムの

詩集であり、

ションを持つ

記』

な

の嫡

又

られ

「文

試み

たっ

科学

た。

「今

を感

大

家か

創刊

石」

に秘

かけ

ド

操」、

・オ

の詩

ス

つた



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
№1

 

№1

蘆

7 蝦夷地

◆寛政 10 年

戸から蝦夷

を正確にと

て半島とし

（1782）ロシ

が「九皐」

8 江戸・

◆文政の大

らの強い北

を生々しく

本地図では

 

 

1957 年、歴

を購入。内

分野にわた

江戸中期に

伊能図、明

有意義なコ

地方図には

大黒屋光太

 

蘆田文

№

地図 
年（1798）、近

地を往復、エ

らえた地図で

て描かれてい

シアのラクス

と号していた

文政の大火

火のかわら版

風に煽られて

記した記事と

火元の佐久間

歴史地理学者

内容は、世界

たる。日本図

に民間図の主

明治期の地形

コレクション

は、当該地域

太夫が将来し

文庫 

№16 老(ア

◆太宰の作品

もすぐに再刊

て編んだのが

下敷きとな

ェルスターの

台にした皇太

若き日に美

た時には・

この短編集は

ともどらない

 

近藤重蔵は幕

エトロフ島、

である。原図

いるが、本図

スマン来航時

た。 

火  

版。文政 12 年

て一気に燃え

と、延焼した

間町「材木ヲ

者として著名

界図、北方図

図では、江戸時

主流をなした

形図などが系

ンとされてい

域ですでに失

した両半球写

アルト)ハイ

品集は多くの

刊できなかっ

が、この「老

った作品「ア

の戯曲で、日

太子カールと

しき土地三島

・・ 

は、その題名

い青春の美し

幕府蝦夷視察

クナシリ島

図は享和 2 年

図では半島を描

の松前藩応接

年（1829）3

え広がり、日本

た地域を示した

ヲキバ」を右上

名な蘆田伊人
あ し だ こ れ と

図、日本図、

時代初期の行
ぎ

た安永 8 年（

系統的に収集

いる。 

失われてしま

写図や、リッ

イデルベル

の読者に待た

った。苦肉の

老(アルト)ハ

アルト・ハイ

日本でもたび

とオーストリ

島に滞在した

名が示すよう

しさと悲しみ

察の一員として

まで達する。

（1802）の成

描く張り紙は

接役を務め、後

3 月 21 日に、

本橋、芝、京

た地図から被

上隅に配し、

人
と

が生涯かけ

地方図、町

行基図
ぎ ょ う き ず

や国
くに

絵
え

（1779）版の

集されており

まった貴重な

ッチ系の楕円

ルヒ : 小説集

たれていたが、

の策として、2

イデルベルヒ

デルベルク」

びたび上演され

リア娘ケーテ

た時の思い出が

に郷愁の匂い

みを内包してい

て初めて蝦夷

本図は伊能

成立で、樺太

はない。「九皐

後に『松前地

、神田佐久間

京橋、新橋ま

被害の甚大さ

延焼した地

て収集した古

町図、街道図

絵図
え ず

、元禄期

長久保赤水

、日本地図

なものが含ま

円形図などが

集 / 太宰治

、戦時下の紙

2 冊の作品集

ヒ」であると

」とは、ドイ

れた。美しい

ィとの悲恋物

が語られてい

いの強い作品

いる。 

夷地に行き、そ

能忠敬の日本図

太は島として描

皐庵」の書き込

図』を作成し

間町河岸の材木

までを焼き尽

がうかがえる

地域を描いてい

古地図コレク

、水路図、俯

期の石川流宣
とものぶ

『日本
に ほ ん

輿地
よ ち

路
ろ

成立史を知

れ、また世界

所蔵されてい

治著 
紙不足のため

集を新たに 1 冊

と序に書かれて

イツの作家 W

い大学町ハイ

物語である。

いる。そして

品のみを集め

その後も 3 度

図以前の、北

描かれその上

込みがあるが

した加藤肩吾（

木小屋から出

くした文政の

る。 

いる。 

クション約

俯瞰
ふ か ん

図など幅

宣
ぶ

『本 朝
ほんちょう

図鑑
ず か ん

路程
ろ て い

全図
ぜ ん ず

』、

る上で 

界図では、 

いる。 

品切れになっ

冊の短編集と

ている。題名

・マイヤー・

デルベルクを

太宰の短編

8 年後に再訪

たという。二

度にわたり江

北海道の輪郭

上に紙を貼っ

が、天明 2 年

（1962-1822）

出火し、折か

の大火の様子

2000 点

幅広い

鑑
ん

綱目
こうもく

』、

 

って

とし

名の

・フ

を舞

は、

訪し

二度

江

郭

っ

年

）

か

子



 

№19 嘉永三年ニ月五日麹町の大火  

◆麹町の大火のかわら版。嘉永 3 年（1850）2 月 5 日に、麹町 5 丁目辺から出火し、激しい西北の風にあお

られて芝一帯にまで燃え広がった。この瓦版では、麹町から芝増上寺周辺までの焼失状況を絵図で表すとと

もに、火災の状況が詳細に文字で記されており、被害を受けた多くの大名屋敷、旗本屋敷が列挙されている。 

 

№20 本志らべ大新板 

◆元治元年（1864）7 月 19 日に発生した京大火（どんどん焼け）、文久 3 年（1863）11 月 21 日に発生した

大阪大火（新町焼け）、天保 8 年（1837）2 月 19 日に発生した大阪大火（大塩焼け）の三大火を併記したか

わら版。それぞれの出火時の様子や延焼した地域、被害状況を記している。 

 

№21 人のうわさ 

  ◆慶應 4 年（1868）正月の伏見、大阪での大火のかわら版。 

慶應 3 年（1867）10 月 13 日の大政奉還後の討幕派と公武合体派による朝議の紛糾、同年 12 月 25 日の幕

府側の薩摩藩邸焼き討ちから、慶應 4 年 1 月 3 日の鳥羽伏見の戦いへと至り、武力対決の口火が切られた。 

本資料は、上下二段に分割し、さらに上段を三分割し下段を四分割して大坂、伏見の大火の様子を伝えて

いる。日付や地域から、前出の政変に伴う戦火、火災であることは明白であるが、あくまでも大火のみを

伝えている点が興味深い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（おことわり） 

解説文はさまざまな文献を参照して作成し、肖像は公共機関等が 

インターネット上に配信したデータを利用しました。記して謝意を表します。 
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